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基の設備容量は 4880 万 kW であったが、
福島第一、第二、および浜岡を合わせた














































 昨年 8 月に日本でも再生可能エネルギー
買取り制度(FIT)の根拠法が成立した。これ
が「的確に設計された」ものになるか否か
は、第三者機関（調達価格等算定委員会）
での議論にゆだねられる。 
米国の再生可能エネルギー普及政策の成
果について述べた西川(2011)の後半部分は
FIT に関する優れた解説であり、多くの
人々がこうした知見を踏まえて制度の詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計の行方を監視していくことが望まれる。 
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